
全

全身骨格筋標本
Wholebodymuscles三一▲亡■

●骨格領（こつかくきん）skeletdmuscle

骨格筋は収縮性を有する茄組総のうち、意識的に収縮弛標をおこなうことができる随意筋をいいます。票雲量であそこ看貫
筋紡錘および脛紡錘とよばれる特殊な装置によって筋の緊張の程度が知覚され筋収縮の謁節がされます

の
要
が
収
鮨
す
る
と
筋
の
盛
り
上
が
り
が
み

え
ま
す
。



Whole
Bodァ

全身筋末梢神経標本（前面）
Wholebodywlthmusc厄sand

PerlPheralnerves（antenorⅥeW）

＼＼＼＿■‖l

●末梢神経系（まつしょうしんけいけい）perlPheralneⅣ0USSy或em

脳や背馳という神撞系の中枢を占める部分と、末梢にある各器官とを結び、刺激や興奮を伝達する神経系のことをいいます。12対の脳神経と31対の脊髄神経とからなります。
11　　¶姫に外界からの情報をとらえ、骨格筋に興奮を送る系統を動物神経系、内臓や血管、分泌腺などに分布する系統を植物神経系または自律神経系とよぴます。

骨
格
筋
と
そ
れ
を
支
配
す
る
末
梢
神
経
を
示

し
た
標
本
で
す
。
上
肢
は
、
特
に
複
雑
な
動
き

を
要
求
さ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
多
く
の
神
経
が

分
布
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
神
経
は
、
頚
随

か
ら
出
て
、
腕
神
経
叢
に
お
い
て
合
流
・
分
岐

し
た
の
ち
、
5
本
の
主
要
な
神
経
と
な
っ
て
上

肢
に
分
布
し
ま
す
（
8
2
ペ
ー
ン
参
照
）
。

胸
部
で
は
、
肋
骨
に
沿
っ
て
走
る
肋
間
神
経
と
、

そ
こ
か
ら
胸
壁
を
貫
い
て
皮
下
に
現
れ
て
く
る

積
（
皮
根
と
い
い
ま
す
）
が
観
察
で
き
ま
す
。

鼠
径
部
（
脚
の
付
け
根
の
部
分
）
で
は
、
大
腿

神
権
が
大
腿
動
静
脈
と
と
も
に
、
嵐
径
執
帯
の

下
を
く
ぐ
っ
て
大
腿
前
面
に
現
れ
る
と
こ
ろ
を

み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
腿
神
経
は
、
大
腿

四
頭
筋
を
は
じ
め
と
す
る
大
腿
前
面
の
筋
群

を
支
配
し
ま
す
。
大
腿
神
経
の
根
で
あ
る
伏

在
神
経
は
感
覚
を
司
る
神
経
で
、
膝
の
ま
わ
り

や
下
腿
内
側
部
の
皮
膚
感
覚
を
中
枢
神
経
へ

送
っ
て
い
ま
す
。



遊離骨格筋（前面）
弼〉aratedske■etalmus。es帥e「旧川eW）

→＼・り■・日

！　●票濫諾意憲批脚下郡・ま靴脚をつく脚瀧加齢よ。脚が師囲い雲です

骨
を
動
か
す
筋
は
、
骨
格
筋
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
骨
格
筋
の
両
端
は
、
関
節
を
つ
く
る
そ
れ

そ
れ
別
の
骨
に
付
着
し
て
い
る
の
で
、
骨
格
筋

が
収
縮
す
る
と
、
元
の
骨
が
他
方
の
骨
に
近

づ
き
ま
す
。
こ
の
標
本
で
は
、
上
肢
と
下
肢
の

運
動
に
関
与
す
る
骨
格
筋
の
義
が
、
付
着
部

付
近
で
切
断
さ
れ
て
い
ま
す
。



Ⅵ√hole
Bo衛

末梢神経系と脾腹部内臓
PenpheraJnervoussystemand

thoracoabdomlna】∨】SCerae

ヽ＼1－27（）

●横扇厨（おうかくまく）d■aPhragm

≡手心晃の下にあり胸瓢と腹部をわrナるトム状の筋肉で、頂上部分は鐙で、腱中心とし1います。
言を項う矧こ横隔膜収縮で下方に下が。、胸腔が広が。ます0また・しゃっく。は横隔膜の痙攣によるものです。

こ
れ
は
右
肺
・
胃
・
大
部
分
の
腸
管
を
取
り
除

い
て
、
心
臓
・
左
肺
・
肝
臓
・
膵
臓
・
十
二
指

腸
・
腎
臓
な
ど
を
み
や
す
く
し
た
標
本
で
す
。

胸
部
と
腹
部
の
境
界
に
は
横
隔
膜
が
み
え
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
腎
臓
か
ら
膀
胱
に
尿
を
送
る

尿
管
・
大
腰
筋
・
大
動
脈
な
ど
も
み
え
ま
す
。

臓
器
の
位
置
関
係
を
理
解
す
る
の
に
優
れ
た

標
本
で
す
。

“
脈
血
　
机
幹
両

”
動
員
　
頼
脈
仇

、
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全身

全身の末梢神経系
per■PherdnervoussyStemO＝二一三・P

と
芦
琴
㌧
書
芸
i
i
妻
二
一
三
二
i
＿
1
．

で
る
藍
声
藍
（
1
2
着
）
と
苧
t
T
三
主
事
●

神
経
（
3
1
対
）
に
区
分
さ
え
≡
÷
■
▲
こ
こ
璽
Ⅰ

で
は
、
脳
神
経
の
一
書
を
ふ
三
二
二
三
　
三

す
。
ま
た
、
脊
髄
か
ら
香
華
至
琴
三
三
▲
　
三

部
、
胸
部
、
腹
部
、
上
技
、
て
三
二
二
千
　
二

る
様
子
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
三
＝



Whole
Bo衛

全身の血管鋳型標本
VaSCU【訂mO【dspeclmenOfwholebody

ヽ（－111

血液と皿慧全身を駆け巡る正義の味方！

血液は動物の体液のなかでもきわめて重要な液

体で、全身の細胞に酸素や栄養分を運び、炭酸
ガスや老廃物を集めてきます＝ヒトの血液量は

体重の約1／13（800・で、体重70kgで約5．4kgの血液量です。また、その

成分は、血球成分（赤血球％00、白血球3％、血小板1％）と血奨成分（水
分96％、血寮蛋白質400、その他脂肪、糖など）で構成されています。血液

が赤いのは、赤血球に含まれるヘモグロビン（鉄を含む蛋白質）の色素
のためです。赤血球は骨髄で作られ、およそ120日位で入れ替っています。

血液を全身に運ぶのが血管で、心臓から送りだされる血液が通るのが動

脈、心臓に戻る血液が通るのが静脈です。また、成人の血管をすべて繋
げると約10万km（地球約2周半）にもなります。

膝脅動脈
POP欣eala代ery

ぜ人けい二つとう如く

前脛骨動脈
anterlDrtlbldartery

後脛骨動脈
POStenOrtlblalaneY

排骨動脈
¶bu血（OrPerOne叫ane「y

菅、血色素ともいいます。鉄と蛋白質
からなり、酸素と融合して各組腰へ酵素を運びます。
赤血球は古くなると脾臓で分解され、血満鉄となり、血流によって骨哲
に運ばれて赤血球産生に再利用されます。

全
身
の
動
脈
に
樹
脂
を
注
入
し
て
つ
く
っ
た
鋳

型
標
本
で
す
。
一
部
の
静
脈
に
も
樹
脂
が
流
れ

込
ん
で
い
ま
す
。
肺
・
肝
腰
・
腎
脳
に
は
、
細

い
血
管
が
密
集
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
臓
器

は
、
血
管
の
か
た
ま
り
と
い
っ
て
も
い
い
く
ら
い

で
す
。
ま
た
、
上
肢
で
は
上
腕
動
脈
、
下
肢
で

は
大
腿
動
脈
が
、
そ
れ
ぞ
れ
数
本
の
太
い
根
に

わ
か
れ
て
前
腕
と
下
腿
に
分
布
し
て
い
る
さ
ま

が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
鎖
骨
下
動
脈
と
腋
窟
動
脈
の
横
が
背

面
に
向
か
い
、
肩
甲
骨
周
囲
の
筋
に
分
布
し
て

い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。



頭頚

詣詣　　　　頚部・顔面の筋と神毒
0「blCular」SOnSmUSC始　　　　muSCleSandnelVeSOfnecka〔〇才三

●岨曝筋（そしやくまん）m鮎t－Cat0rymUS。l郎

唱剛またはソシヤク）とは歯＼舌、額・号・廟などの働きによ。食物を噛みき。、す。漬し、唾液と混ぜあわせ滴下しやすい吠警二子≡ここ胃．
ソシヤク筋群は校風側頭臥外側冥突臥内側冥突筋の媚で構成され下顎骨を上方・前方および側方へ削、します。

に
付
い
て
顔
面
の
皮
膚
を
動
か
し
ま
す
。
た
と

え
ば
、
眼
輪
筋
は
ま
ぶ
た
を
閉
じ
、
口
給
筋
は

唇
を
閉
じ
ま
す
。
な
お
、
こ
こ
に
示
し
た
筋
の

ぅ
ち
、
岐
筋
だ
け
は
も
の
を
噛
む
と
き
に
使
わ

れ
る
筋
（
岨
し
ゃ
く
筋
）
で
、
表
情
筋
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

至
芸
誓
皇
室
二
二
三
㌔
董
i
事
l

放
射
準
毒
七
七
ん
L
 
J
て
　
言
＼
室
五
二
孟

し
ま
す
。
顔
面
神
莞
毒
筆
主
と
妻
電
‘

の
麻
癌
が
お
こ
り
ま
す
。
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脹

ル
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「
キ
∴
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一
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β
r
転
√
軋
掟
卜
く

α
　
「
∴
　
＼
　
♂

4
　
　
　
前
1
t
e
H
▲
‥
J
」
〓
H
h
U
　
百
害
1

と
、
主
に
内
部
（
髄
質
）
を
占
め
る
白
質
と
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
部
の
灰
自
賛
は

髄
質
の
深
部
に
も
存
在
し
、
大
脳
核
を
つ
く
り

ま
す
。
尾
状
核
、
被
殻
、
前
陣
な
ど
が
そ
れ
で

す
。
脳
を
断
面
に
し
て
観
察
す
る
と
、
こ
れ
ら

の
核
の
広
が
り
を
立
体
的
に
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。



齢体重の2％ほどで、健康成人の男性で一・300～一・500g、女性で1，750～－．350g

位で、男女差は約10％で、あくまで基準値です0また脳は約300～1，000億個の細胞

の集酌で、そしてその脳を形成する神経細胞（ニューロン）は1割程度で、残。の9割は

神繹細願忙栄養を供給した。、随鞘を作って伝導速度を上げた。、さまざまな働きをしてい

打つ神経伽には2種類の突起が畝この突起が接続している部分は「シナプス」と呼

凱このシナプスによって神経細胞が互いに軸に接続汎神経回路が形成訓ていま
す＝これが脳の基本的な単位で、多彩な脳の働きはこの触な神経回路のネットワークか

三三蒙れてきます。脳は鰍間脳㈲橋・小脳・延軌ちな。紺。ヒトでは、終脳が
三二二三大きな部分で、延髄は脊髄に繋がっています。

て童℡二三三要吉こき等こて方ります。



胸腹部臓器
thoracoabdomlnallnternal0rganS

●大網（だいもう）greateromentur¶

胃の前面と緬を覆う脛膜が2枚合わさって、胃の大聖と十二指腸上部下緑から小腸の前に垂れ下がり・折れ返って横行結腸についたものを指します。
脂肪組織に富んだ膜状のもので、腹腔の炎症のある時はその部分を包み込んで炎症の波及を防ぐ役割を持ちます。

刷
胸
腔
と
腹
腔
に
収
ま
っ
て
い
る
警
一
言
一
章
－

廿
し
て
取
り
だ
し
た
標
本
で
す
。
毒
章
毎
F
二
三

S
は
肺
や
心
臓
が
、
横
隔
膜
の
下
に
一
票
薦
化
藍
こ

一
つ
で
あ
る
肝
臓
、
消
化
管
の
一
部
で
あ
る
三
三
・

小
腸
が
み
え
て
い
ま
す
。
胃
の
大
書
と
い
う
春

分
か
ら
、
大
網
が
垂
れ
下
が
っ
て
い
ま
す
。
胃
の

前
壁
に
は
窓
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
内
部

を
の
ぞ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。



心肺の鋳型標本
3戚Cfneanand山ngs

→Il　、】

rlghtpulmona「yveln

●涛■■（はいどうみゃく）コ血叩坤
二宅○≡亡妻二三三三二蚕へ血表を送る毛豪で、練由を亘プ享子三二三二更王手芦コら緊動講幹を経て、左石の肺動脈に分岐して左右の肺に静脈血を運びます○

気
管
支
と
血
管
に
色
を
付
け
た
樹
脂
を
流
し

込
ん
で
つ
く
っ
た
標
本
で
す
。
一
般
の
脹
器
と

異
な
り
、
肺
の
場
合
は
、
動
脈
内
を
静
脈
血
が

流
れ
、
静
脈
内
を
動
脈
血
が
流
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
肺
動
脈
は
青
で
、
肺
静
簾
は
赤
で
示
し

て
あ
り
ま
す
（
、

肺
に
進
入
．
ノ
た
左
右
の
気
管
支
年
　
分
転
モ

繰
り
返
し
て
、
次
等
壷
、
毒
と
な
っ
て
∵
幸
三

す
こ
そ
の
さ
ま
が
木
の
転
の
よ
う
に
み
え
る
こ

と
か
ら
、
烹
誉
亭
亨
′
一
呼
ば
れ
ま
す
。

全
身
（
芸
妄
言
言
三
富
三
一
′
一
二
享
二
重
£
ら

九
、
右
心
室
へ
、
さ
ら
に
振
動
f
へ
と
声
し
だ

さ
れ
董
す
U
義
塾
豪
一
－
鶴
方
へ
向
か
い
、
大
一
要

豪
弓
つ
て
「
二
三
乍
－
三
一
n
、
繭
に
華
人
ノ
ま

丁
。
誌
i
≡
雷
∴
ぢ
一
瞥
　
三
等
麦
の
今
年
－
治
っ

て
換
わ
i
h
i
I
章
㌧
違
ィ
、
次
蔓
こ
藍
く
な

り
、
皇
三
軍
筆
算
右
責
苦
（
窒
二
着
血
管
と
去
り

ます。



Whole
Bodァ

全身の血管鋳型標本
vascularmoldspeclmenOfwholebody

料に1日

血液と血管全身を駆け巡る正義の味方！

血液は動物の体液のなかでもきわめて重要な液

体で、全身の朝晩に酸素や栄養分を運び、炭酸
ガスや老廃物を集めてきます〇ヒトの血液量は

体重の約1／13（800〉で、体重70kgで約54kgの血液量です。また、その

成分は、血球庇か赤血球酌、白血球3％、血小板1％）と血紫成分（水
分96％、血柴蛋白酎00、その他脂肪、糖など）で構成されています0血液

が赤いのは、赤血球に含まれるヘモグロビン（鉄を含む蛋白質）の色素
のためです。赤血球は骨髄で作られ、およそ120日位で入れ替っています0

血液を全身に運ぶのか血管で、心臓から送りだされる血液が通るのが動

脈、心臓に戻る血液が通るのが静晩です∈また、成人の血管をすべて繋
げると約10万km（地球約2周半）にもなります0

ぞ

抜錨
commoncarotldaner、

きこつかとうけ一㌧

鎖骨下動廉
SUbclavlana几告‾

箭巌盲誌簾
anten0rtLbldarteけ

雄旨錨
POStenOrtlblal百出ery

ひ二つどう如く

廉骨動脈
¶bular（OrPerOneal）ar【白け

血色素ともいいます。鉄と蛋白質

罫取り、酸素と融合して各組織へ酸素を運びます。
赤血球は古くなると隣席で分解され・血看鉄とな。・血流によって骨髄
に選ばれて赤血球産生に再利用されます0

全
身
の
動
脈
に
樹
脂
を
注
入
し
て
つ
く
っ
た
鋳

型
標
本
で
す
二
部
の
静
脈
に
も
樹
脂
が
流
れ

込
ん
で
い
ま
す
。
肺
・
肝
騰
・
腎
臓
に
は
、
細

い
血
管
が
密
集
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
臓
器

は
、
血
管
の
か
た
ま
り
と
い
っ
て
も
い
い
く
ら
い

で
す
。
ま
た
、
上
肢
で
は
上
腕
動
脈
、
下
肢
で

は
大
腿
動
脈
が
、
そ
れ
ぞ
れ
数
本
の
太
い
枝
に

わ
か
れ
て
前
腕
と
下
腿
に
分
布
し
て
い
る
さ
ま

が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
鎖
骨
下
動
脈
と
腋
藩
動
脈
の
積
が
背

面
に
向
か
い
、
肩
甲
骨
周
囲
の
筋
に
分
布
し
て

い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。



下腸間膜動脈
【nfenormesent馴Ca再eW

巨
．
1
ト
1
．
も
「

詔
〓
∴
一

腹
此
拙

る
た
亭
C
大
き
と
■
空
軍
≡
ヲ
妄
言
。

胸
部
は
ー
積
罷
竪
こ
い
こ
重
き
i
て

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
弓
至
、
≦
幸
二
i

除
い
て
あ
る
た
め
、
そ
三
三
手
芸
I
亡
要
′

て
い
ま
す
。
肝
・
胆
・
膵
立
言
二
塁
亨
妄

き
な
器
官
、
後
部
の
腎
・
尿
管
の
小
雪
重
言

と
も
に
、
腹
部
の
大
動
脈
・
下
大
静
蕨
を
ど
こ

脈
管
が
み
え
て
い
ま
す
。



骨盤内臓

鎧　生殖器

RepllOdl汀、til‾e
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女性骨盤の正中矢状断
m旭sa誹ttalsect■0nOffemarePe】vrs
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ちよくよう　し　ぎHlか

直腸子宮鳶（ダグラス裔）
rectoutennepouchわOuChofDougFas）

縮葉
月mbrlaOfuter】∩Otube

左卵管
IeftuterlnetUbe

女性生殖器全体
WholeoHemale野1‾三二一三三‾≡

●直腸子宮窺（ちょくちょうしきゅうか）陀dout馴nePOuCh

腹膜の陥凹部分で・子宮と直腸の問にあり・ダグラス筒ともいいます0これと膀胱子宮筒は女性の場合で、男性で対応するのは膀胱直腸寵です。

捕
弧
…
醐
血

女
性
の
生
殖
器
系
は
、
卵
巣
、
卵
管
、
子
宮
、

脛
、
外
陰
部
か
ら
な
り
ま
す
。
子
宮
は
、
磨
胱

の
後
ろ
、
直
腸
の
前
に
存
在
し
ま
す
。
子
宮

と
直
腸
の
間
は
、
腹
膜
腔
が
深
く
下
方
へ
く

ぼ
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
く
ぼ
み
は
、
腹
膜
腔
の

最
も
低
い
部
位
で
、
直
腸
子
宮
窺
（
ダ
グ
ラ
ス

藩
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

と
、
農
学
〇
捻
三
■
与
二
三
安
芸
芸
三
三
一
で

子
宮
の
方
へ
量
イ
ー
ち
三
こ
　
こ
の
苧
章
二
＿
子

が
握
、
子
宮
を
通
三
三
墨
筆
一
芸
三
三
丁
三
二

そ
こ
で
精
子
と
卵
子
の
癒
合
が
・
雪
」
㌧
三
－

受
精
卵
（
精
子
と
癒
合
し
た
卵
子
）
は
分
裂

を
繰
り
返
し
な
が
ら
子
宮
に
戻
り
、
子
宮
壁
に

付
着
し
、
そ
こ
で
成
長
を
続
け
ま
す
。

度
蓋
し
芸
事
子
－
二
だ
吾
毒
l

生
；
す
【
■
子
仁
二
手
管
主
i
主



男性骨盤の正中矢状断
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盤内臓　生殖器

性生殖器全体
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絹
ductusdeferen＄

精巣（章丸）
testrS（testrcl8〉

ぜ入りつせん

前立腺
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膀
胱
と
尿
道
が
見
ら
れ
、
尿
道
の
周

囲
に
前
立
腺
が
見
え
る
。
直
腸
は
痕

跡
程
度
し
か
わ
か
ら
な
い
。

精
子
は
、
陰
嚢
の
中
に
あ
る
精
巣
（
幸
丸
）
で

っ
く
ら
れ
、
精
巣
上
体
、
精
管
に
よ
っ
て
前
立

腺
に
運
ば
れ
ま
す
。
精
管
は
前
立
腺
の
中
の

射
精
管
に
連
続
し
、
封
隋
旨
は
諦
正
睦
乃
中

音
室
≡
こ
こ

膀
胱
、
前
立
腺
な
ど
を
青
t
か
ら
み
た
も
の
で

す
。
尿
管
は
蒜
立
撃
ち
－
貢
i
い
ま
す
書
、
考
　
案

い
う
土
嚢
二
i
g
暮

議
を
喜
ぶ
絵
畜
三
、
三
去
芸
事
王
君
；

と
な
り
、
享
享
－
含
ま
童
す
。
考
嚢
一
I
　
■
貢

雪
暮
し
奮
丁
。

宣
言
i
三

と
い
う
芋
蔓
空
軍
三
二
i
彗
芸
I
U

事
義
し
ま
丁
■
号
壬
至
琴
三
号
－
蓼
亨
さ



からだ

病院などで受ける、からだの主な検査値

病院で行われる一般の検査は、どのような病気が存在するかを「推測」するためのものです0よく耶する「正粗二言、

ぁくまで統計的な数値にすぎま軋つま。「正常値」は「正常′異常」を判断する絶対的な物乱ではなく、あくまでも毒≡です

最近では誤解を防ぐため、正常値よ。も「基準値」という表現が一般的にな。つつあ。封。

ここでは代表的なものだけを挙げます0詳細lま医師に相談してくだ乱10

代表的な検査値

韓査

血慧≡（。B。）　慧中の主な紬で、ヘモグロビンという血色素で麒ぶ。琵器 液　　　　　　　　　　男性13 �7～550万個／〃し 6－500万個／〟」 

彗ヘモグロビン（Hb）　　前述の血色素の葦を示す○　　　　　　　　女性三三 �B～5D％ 

ヘマトグ」ツト値（Ht）　　全血綱こおける赤血球の容積比率のこと0　　　　　琵33 �．4～44，9％ 

白山球数（WBC）　言語誓紛齢全体で脚ウイルスなどの脚らからだ析つ　4000～ �9000個／〃し 5万個／〃し 

血小幌数肝LT）　　出血した際、血を止めるため【こ必要な血栓形成を行う。　　15～3 

血清総蛋白（TP）　　血清中に存在する蛋白質の隠アルブミンとグロブリンがある。　6・3～7 �．8g／dL 

ァルブ三ン（Alb）　欝蛋白の約65％を占める。栄養失調状腰では・アルブミンが低下　3■7～4 �．9g／dL dL以下 ／時 

cRP（C反応性蛋白）　炎症や組織の損傷があるときに、血清中に斬る蛋白質の一私　　〇・3mg／ 

血沈（赤沈または赤血球沈降速度）細菌感染や腫瘍、赤血球の減少などで増加循　　　　　要覧S �・・－10mm ～15mm／時 

プロトロンビン時間（PT）豊富雷雲諾誓翳芸慧宗警さる検査潤が増えると、血液凝固1ト1 　　　　　　　9～21 腎血中尿素窒素（BUN）腎機能が低下してくると上昇する。 �3秒 

mg／dL ／dL 

慧血中クレアチ二ン　　　これが上がると腎臓の濾過機髄が低下していることを示す0　　琵○ �16－1．2mg 」／分 

罠クレアチ二”」アランス　クレアチ二ンが、正常に濾過されているかを示す胤　　　91～ �130m ～72mg／dL 

蓋血脚（UA）痛風や腎脚害で高値酪　　　琵 ≡AST（G。，，　主。肝臓や心臓・筋肉に含まれる酪これらに障害が生じると上昇するoll～ �3 211～6mg／dL 40∪／」 

3∪／」 小10～50∪／」 。9～32∪／」 ・－400∪／」 26DU／し ～1．0mg／dL 空腹時で110mg／dL未満 

篭‡蓋（し。H）藍≡・≡≡毒 
ァルカリフオスプアターゼ（ALP）肝臓や胃、順などに含まれている酪主に肝馴皇道の疾患で粥値　80～ 　　　　　を示す。 

配リルビン（丁・BIL）胆汁の主成分0肝臓塵害、胆道に異常がある場合に高値を示す〇　〇・2 蠣血糖値（BS）　血糖（グルコース）は、体内に必要なエネルギーを軌ている。早朝 

～5月％ 

琶望慧口髭13　慧慧こ芸芸までの血糖：三 
検 歪 � 

悼
≡
ノ
…
＝
…
。



Ph麺展
●

項至項目

籍コレステロール（TC）

役割
基準値

値が高すぎると動脈硬化をはじめとして成人病の原因となる。　　　130～220mg／dL

HDLコレステロール（HDL－C）　いわゆる善玉といわれるコレステロール0低値で動脈硬化の危険性あ。。　40～65mg／dL

LDLコレステロール（LDL－C）　総コレステロールと連動して変化することが多い0動脈硬化の原因として　50～140mg／dL

中性脂肪（トリグリセリド）（TG）　工ネルギ，源として重諷高すぎるとコレステロールと同様に動脈硬化の　50～150mg／dL

原因となる。

脱水症や腎矧こ障害がおこると尿の比重が変化する。　　　　　　1015－1025

尿のPH（酸アルカリ度）は通常・弱顧性○飲息細菌感染（大きくアルカ　　48～75
リヘ）・栄養状態（悪いと酸性へ）などで変化する。

屍蛋白

宗糖

哀ケトン体

貢膏血

貢ヒリルビン

戻ウロビリノーケン

尿沈潜

AFP（α－フエトプロテイン）

CA19－9

CEA

コVKA一日

＝＜ここ

書▲室蓼丁一二一＿二三二

腎臓や尿管に障害がある場合、多量の蛋白が尿中に緋泄される。

糖尿病がある場合は・腎臓から尿中に糖分が漏れでてくる。

重症の糖尿病などで身体の中で糖がうまく代謝されなくなると、ケトン体が
尿中に生じる。

腎臓や尿管・膀胱などの尿の通り道となる臓矧こ異常あると、尿中に血液　（－）
が混じることがある。

肝胆道系に障害がおこると尿中にも排泄される0　　　　　　　　（－）

肝機能や胆道系に異常があると高値を示す。　　　　　　　　（±）

尿中の有形成分を調べる。腎臓や尿路の病気や、全身のさまざまな病気に
ついても診断する手掛かりを得るために行う。

主に肝細胞がんの腫瘍マーカーとして用いられる。

消化器系の腫瘍に関係が深い。

大腸がんなど各腫瘍で高値0喫煙などでも高値を示すことがある。

肝細胞がんの腫瘍マーカー。血液凝国掴まりやすさ）異常や肝硬変でも
高値。

前立腺がんの腫虜マーカー。高齢男性の場合、排尿障害の有無等と合わ
せて判断する。

胃粘膜の萎縮の程度を知る物質。要領が強し、ほど胃がんも発生しやすい。

10ng／mL以下

37∪／mL以下

25ngノmL以下

40mAU／mL未満

002－200ng／mL

ペプシノダンlが701ng／mL以上またはペプシノ

グンlとペプシノゲンIlの比（l／ll）が31以上

ゴー一種ゴ至竜二言二二室≡7一二十となる牒別な物質のこと8ただし・これらが陽性だからといって必ずがんがあるわけではなく、あくまで目安である。

≡こてできる計竜一寄

■：＝主＝章二竺蚕二毒害二三二二Jリ…三三一二三X〇筆〇身長と体重とから計算される。鋸は「体重（kg）一身長（m）一身長州で計算し
三三八二三三；ミ＝きき耳三幸董言三三二二くそ＿25以上は太りすぎ。

軒≡　享子三三二二書写モ三三＝葬

≡≠≡」「∋■二戸嘩章二
≡二三　てこ竜∈≡子吉二言▲二二

三三三：吾妻＝帝王＝　喜≡二＿‾

＝　三三≡薫育童二亭考量‾二三三

100ノ分が毒草値＝

茎重唱■まヱ桑繋エE（上の彗：・130未熟
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